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第５回　検数労連１７冬季一時金交渉１０：００～１１：１５


両協会：これ以上の修正回答は困難・・・


組合：両協会に対し再度修正をするよう要求！明日連続交渉を求めた！








　１１月２８日（火）第５回検数労連１７冬季一時金交渉で組合は両協会に対し、諸要求および修正回答の提示を求めました。





【日検協会】


　前回の交渉で有額回答を提示し、労組から修正回答を求められ持ち帰り様々な角度から検討したが、結果的に修正回答を提示するまでには至らなかった。


　労組から『安定した一時金』を求められ、本部としては『一時金は事業利益の増減から、上下幅はある』と説明したが、今冬季賞与は乗率０．０３ヵ月を下げた１６冬季一時金時よりも事業利益が下がっている。このような状況下であったものの、労組主張を考慮し乗率２．０ヵ月を維持した回答を構築した。よって、これ以上の修正回答は困難であることを理解願いたい。


　


【全日検】


　前回の交渉で有額回答を提示したが、労組より『家族手当・地域年齢手当の算式化』『労組要求未達』『特別手当の廃止』の３点について修正回答を求められた。








































































































次回交渉　１１月２９日（水）


１１：００～


第６回


検数労連１７冬季一時金交渉。


再度修正を求め、最大限の追求を行っていきます。














【日検協会に対して】


①一時金総額が昨冬、夏比を大きく下回っており不満である。


②一時金は、生活安定に向けた賃金の一部であり、収益動向により安易に左右するものではない。


③とりわけ、一時金総額が収入源に伴う支出増での減少は容認できない。





【全日検に対して】


①差別的要素を含んでいる『特別評価』については不満である。


②一時金総額での全国的な大幅格差は容認できない。

































































労組要求を受け、持ち帰り検討を重ねたが、今一時金回答は労組主張にある『乗率重視』を重んじた中での有額回答であり、かつ個別の額では昨冬・今夏を上回るよう計算されている。しかし、家族手当等を算式に組み入れると独身者が下がってしまう。


　特別手当については、マイナス査定ではなくプラス査定であり特別評価を行う事によって相乗効果が出ていると認識している。


　要求の未達については、限られた原資の中での一時金回答であり、これ以上の修正は困難である。





【諸要求回答：両協会】


　厚生年金保険料の労使負担割合については、現行通りの対応でお願いしたい。


　国民的諸課題については、回答は差し控えたい。





【組合主張】


　両協会からの主張を受け、


対角線交渉を交えながら両協会を追求し次の主張を行い、明日の連続交渉を申し入れました。

















































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


